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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
年
の
世
界
協
調
の
流
れ
が
、
今
年
、
大
き

く
変
わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
特
に
ア
メ
リ

カ
の
新
体
制
の
動
き
や
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱

交
渉
、
原
油
等
資
源
価
格
の
動
向
、
こ
れ
ら
に

伴
う
為
替
の
不
安
定
化
な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
先
行
き
の
不
透
明
感
が
高
ま
る
中
、
い
か

な
る
情
勢
の
変
化
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
足

元
を
固
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
内
で
は
、少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
社
会

シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
待
っ
た
な
し
の
課
題
で

す
。日
本
全
体
の
活
力
を
低
下
さ
せ
る
東
京
一

極
集
中
に
も
歯
止
め
を
か
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

人
口
が
減
少
し
、
少
子
高
齢
化
が
進
も
う
と

も
、安
定
し
、活
力
を
保
ち
続
け
る
地
域
を
創
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
創
生
の

取
組
を
軌
道
に
乗
せ
て
い
く
こ
と
が
今
年
の
県

政
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　

第
一
は
、
安
全
安
心
の
確
保
。
福
祉
、
医
療

の
更
な
る
充
実
に
よ
り
、
二
〇
二
五
年
問
題
に

挑
み
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
を

創
り
ま
し
ょ
う
。
防
災
・
減
災
対
策
を
着
実
に

推
進
し
、
来
る
べ
き
災
害
へ
の
備
え
に
万
全
を

期
し
ま
し
ょ
う
。

　

第
二
は
、
県
民
の
活
躍
促
進
。
高
齢
者
、
障

害
者
、
女
性
、
若
者
な
ど
す
べ
て
の
県
民
が
能

力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、

教
育
の
質
を
高
め
、
ふ
る
さ
と
人
材
の
確
保
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

　

第
三
は
、
産
業
の
活
力
増
進
。
更
な
る
企
業

集
積
に
取
り
組
み
、
新
事
業
展
開
や
起
業
を
後

押
し
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
農
林
水
産
業
を
成

長
産
業
と
位
置
づ
け
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
興

し
ま
し
ょ
う
。

　

第
四
は
、
交
流
の
拡
大
。
交
流
人
口
の
増
加

で
地
域
に
賑
わ
い
を
生
み
出
し
ま
し
ょ
う
。
兵

庫
五
国
の
多
様
な
資
源
に
磨
き
を
か
け
、
国
内

外
か
ら
人
が
集
う
地
域
を
創
り
ま
し
ょ
う
。

　　

一
八
六
八
年
の
兵
庫
県
発
足
か
ら
一
五
〇
年

の
節
目
の
年
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

今
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
の
兵
庫
の
歩
み
を
振
り

返
り
、
次
の
一
歩
の
足
が
か
り
と
な
る
新
た
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
と
き
で
す
。
そ
し
て
、
県
民

の
皆
さ
ん
の
夢
と
地
域
へ
の
思
い
を
結
集
し
、

兵
庫
の
未
来
を
切
り
拓
く
。
さ
あ
、
新
し
い
地

域
づ
く
り
の
ス
テ
ー
ジ
へ
、
と
も
に
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
ょ
う
。

ふ
る
さ
と
の 

発
展
め
ざ
す 

地
域
づ
く
り

一
人
ひ
と
り
の 

決
意
に
依
ら
ん

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、ご
健
勝
に
て
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
拝
察
し
、心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
井
戸
兵
庫
県
知
事
様
を
は
じ
め
、

健
康
福
祉
部
の
職
員
の
皆
様
方
か
ら
兵
身
協
の

事
業
推
進
に
つ
い
て
格
別
の
ご
理
解
、
ご
支
援

を
賜
り
、
深
く
感
謝
し
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
障
害
者
総
合
支
援

法
の
改
正
に
と
も
な
い
、平
成
三
十
年
度
よ
り
、

自
立
生
活
援
助
や
就
労
定
着
支
援
等
の
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
新
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、今
年
度
、

厚
生
労
働
省
で
具
体
的
な
制
度
設
計
等
が
行
わ

れ
る
予
定
な
の
で
、
そ
の
動
向
に
つ
い
て
も
注

視
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
兵
庫
県
で
は
、
三
年
に
一
度
の
障
害

福
祉
計
画
の
改
定
年
度
に
あ
た
り
ま
す
。
い
よ

い
よ
計
画
も
第
五
期
を
迎
え
、
平
成
三
十
年
度

か
ら
の
地
域
移
行
に
関
す
る
目
標
や
、
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
量
等
の
設
定
に
向
け
た
議

論
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。今
回
よ
り
、

障
害
児
福
祉
計
画
も
併
せ
て
策
定
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
、
障
害
児
・
者
を
含
め
た
よ
り
総
合

的
な
計
画
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
四
月
に
は
障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行

さ
れ
、
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ

る
こ
と
の
な
い
共
生
社
会
づ
く
り
に
向
け
、
大

き
な
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
施
行
か
ら

半
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
同
法
の
主
旨
・
理

念
の
浸
透
は
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
。
県
か
ら
受
託
し
て
い
る
弁
護
士
・

福
祉
専
門
職
法
律
相
談
事
業
を
は
じ
め
、
私
た

ち
も
差
別
解
消
の
推
進
に
向
け
努
力
し
、
関
係

機
関
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
も
社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
、
誰

も
が
ど
こ
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
、
地

域
生
活
が
保
障
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
か
っ

て
、
す
べ
て
の
障
害
者
が
一
致
団
結
し
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
共
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

　

兵
身
協
に
対
し
ま
し
て
今
ま
で
同
様
、
一
層

の
ご
支
援
、
ご
協
力
と
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願

い
致
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
良
い
お
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

公
益
財
団
法
人

兵
庫
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

理
事
長

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

兵
庫
県
知
事

平
成
二
十
九
年
新
春
メ
ッ
セ
ー
ジ

～
兵
庫
の
未
来
を
切
り
拓
く
～
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去
る
12
月
３
日
（
土
）
淡
路
市
立
し
づ
か

ホ
ー
ル
に
て
、
第
12
回
兵
庫
県
芸
術
文
化
祭

（
舞
台
部
門
）
な
ら
び
に
平
成
28
年
度
兵
庫

県
障
害
者
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
下
の
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
精

神
障
害
者
と
そ
の
団
体
の
関
係
者
な
ど
、
約

８
０
０
名
の
参
加
に
よ
り
盛
大
に
開
催
さ

れ
、
今
大
会
で
は
公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
身

体
障
害
者
福
祉
協
会
理
事
長
表
彰
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

平
成
28
年
10
月
31
日
（
月
）
11
時
か
ら
京

都
市
テ
ル
サ
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
近
畿
各
地

か
ら
約
５
０
０
人
も
の
方
々
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。（
う
ち
兵
庫
県
身
障
者
団

体
関
係
者
は
42
人
で
し
た
）

　

会
長
挨
拶
、
主
管
団
体
挨
拶
、
来
賓
祝
辞

等
の
後
、
大
会
宣
言
、
大
会
決
議
と
議
事
が

進
み
ま
し
た
。

　
「
本
年
４
月
の
障
害
者
差
別
解
消
法
施
行

に
よ
り
、
公
共
機
関
と
民
間
事
業
所
に
は
障

害
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁

止
。
合
理
的
配
慮
の
提
供
の
義
務
ま
た
は
、

提
供
努
力
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
私
た

ち
障
害
当
事
者
団
体
と
し
て
、
こ
の
法
律
を

理
解
し
、
よ
り
一
層
の
自
覚
と
責
任
を
も
っ

て
、
こ
れ
に
積
極
的
に
関
与
し
、
す
べ
て
の

国
民
が
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
相
互
に

人
格
と
個
性
を
認
め
尊
重
し
あ
い
な
が
ら
共

生
す
る
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、一
致
団
結
し
て
尽
力
す
る
こ
と
を
誓
う
」

と
大
会
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
宣
言
を
受
け
て
、
障
害
者
権
利

条
約
の
規
定
を
反
映
し
た
高
水
準
の
障
害
者

施
策
の
推
進
、
本
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
障

害
者
差
別
解
消
法
の
趣
旨
や
理
念
が
広
く
国

民
に
浸
透
す
る
よ
う
、
体
制
整
備
の
充
実
、

手
話
言
語
法
の
制
定
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
地
域
間
格
差
の
是
正
、
障
害
者
相
談
員

の
身
分
等
法
制
度
の
充
実
強
化
な
ど
11
項
目

の
大
会
決
議
が
採
択
さ
れ
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

引
き
続
い
て
午
後
は
、
身
体
障
害
者
相
談

員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福

祉
部
障
害
福
祉
課
課
長
補
佐
照
井
直
樹
氏
を

講
師
に
迎
え
、「
障
害
者
総
合
支
援
法
の
改

正
と
今
後
の
動
向
（
平
成
30
年
４
月
か
ら
の

報
酬
改
定
に
向
け
て
）」
に
つ
い
て
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

障
害
者
保
健
福
祉
施
策
の
歴
史
、
障
害
者

総
合
支
援
法
の
概
要
、
地
域
で
の
生
活
支
援

に
つ
い
て
の
活
動
報
告
、
就
労
支
援
に
つ
い

て
の
状
況
説
明
、
相
談
及
び
虐
待
防
止
対
策

等
の
た
め
の
体
制
整
備
な
ど
、
総
合
的
な
内

容
で
、
今
回
の
障
害
者
総
合
支
援
法
見
直
し

等
に
つ
い

て
大
変
勉

強
に
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、

来
年
度
は

10
月
に
堺

市
で
開
催

さ
れ
る
予

定
で
す
。

　

福
祉
大
会
を
間
に
は
さ
み
、
芸
術
文
化
活

動
を
通
じ
て
障
害
の
あ
る
人
の
自
己
表
現
と

社
会
参
加
を
進
め
る
と
と
も
に
、
障
害
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
交
流
を
通
じ
て
共
感
と
感
動

の
輪
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
芸

地域身体障害者団体育成功労表彰を受けられた18名
田渕久美子 大岡　正継 本岡　玲子
村上　明孝 小谷　隆亮 山本　　恩
大崎　弘志 山下　義明 小山　英子
轟　　晴光 西澤　和敬 田中　嘉一
十倉　勝子 海道　　宏 鷲尾　正夫
入谷　英雄 長浜　真助 畠田　典年

地域身体障害者支援功労表彰を受けられた１団体
丹波市要約筆記サークル「サマリーかすが」

ボランティア貢献感謝状を受けられた１団体
ひょうご伴走歩協会姫路支部

術
・
文
化
祭
（
舞
台
の
部
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
第
一
部
で
はT

eam
 W
el-Colle

（
龍

野
北
高
等
学
校
・
西
は
り
ま
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
や
あ
わ
じ
特
別
支
援
学
校
の
ソ
ー
ラ

ン
節
を
披
露
。
第
二
部
で
は
東
加
古
川
病
院

に
よ
る
踊
り
、
五
色
精
光
園
「
五
色
太
鼓

“
響
”」
の
和
太
鼓
、
そ
し
て
、「
淡
路
ぬ
二

セ
タ
ー
」
の
う
た
三
線
ユ
ニ
ッ
ト
な
ど
、
多

数
の
出
演
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
お

か
げ
で
、
盛
大
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
団
体

の
方
々
、
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

地域身体障害者団体育成功労表彰

ボランティア貢献感謝状 地域身体障害者支援功労表彰

挨拶する岡田近畿ブロック協議会会長
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平
成
二
八
年
九
月
八
日
（
木
）、
南
あ
わ

じ
市
健
康
広
場
に
て
、
第
二
六
回
淡
路
地
区

身
体
障
害
者
球
技
大
会
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

早
朝
か
ら
の
大
雨
で
開
催
が
懸
念
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
後
の
天
候
回
復
に
よ
り
淡
路

ブ
ロ
ッ
ク
三
市
か
ら
十
五
チ
ー
ム
が
屋
外
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
競
技
し
ま
し
た
。

　

こ
の
球
技
大
会
は
淡
路
島
内
の
身
体
障

害
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
体
力
の
維

持
、
増
強
及
び
残
存
機
能
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
及
び
身
体
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加

の
促
進
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
兵
身

協
部
門
及
び
肢
体
協
部
門
の
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
の
県
大
会
予
選
を
兼
ね
て
競
い

合
い
ま
し
た
。

　

選
手
、
応
援
、
運
営
に
協
力
く
だ
さ
っ
た

方
々
等
合
わ
せ
て
百
二
十
名
の
参
加
が
あ
り

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

競
技
結
果

　
（
兵
身
協
部
門
）

　
　

優　

勝　

南
淡
Ａ
（
南
あ
わ
じ
市
）

　
　

準
優
勝　

津
名
Ａ
（
淡
路
市
）

　
（
肢
体
協
部
門
）

　
　

優　

勝　

南
淡
Ｂ
（
南
あ
わ
じ
市
）

　
　

準
優
勝　

三
原
（
南
あ
わ
じ
市
）

　
　

三　

位　

一
宮
（
淡
路
市
）

　
（
個
人
の
部
）

　
　

優　

勝　

永
楽
き
し
ゑ
さ
ん（
南
淡
Ｂ
）

　
　

準
優
勝　

森
山　

修
さ
ん
（
南
淡
Ａ
）

　
　

三　

位　

若
林　

保
さ
ん
（
西
淡
Ｂ
）

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
審
判
員
を
務
め

て
い
た
だ
い
た
南
あ
わ
じ
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
協
会
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
関
係
者
の

皆
様
に
は
大
会
の
運
営
等
に
つ
き
ま
し
て
多

大
な
ご
尽
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

障
害
者
の
権
利
獲
得
に
向
け
て

　

姫
路
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
以
下
、

姫
身
協
）
は
、
本
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
障

害
者
差
別
解
消
法
の
理
念
に
基
づ
き
、
障
害

を
も
つ
当
事
者
全
体
に
関
わ
る
も
の
と
協
会

に
所
属
す
る
肢
体
部
（
肢
体
障
害
者
協
会
）、

視
覚
部
（
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
）、
聴
覚

言
語
部
（
ろ
う
あ
協
会
、
難
聴
者
協
会
）
の

三
部
の
要
望
を
ま
と
め
、
８
月
に
姫
路
市
に

対
し
て
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

10
月
に
は
、
石
見
利
勝
姫
路
市
長
出
席
の

も
と
「
懇
談
会
」
と
い
う
形
で
関
係
部
局
か

ら
「
回
答
」
を
得
、
市
長
か
ら
障
害
者
問
題

に
取
り
組
む
基
本
姿
勢
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

た
だ
、
回
答
内
容
が
障
害
者
差
別
解
消
法

の
施
行
に
伴
う
「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
や

「
社
会
的
障
壁
の
除
去
」
の
対
応
に
は
不
十

分
で
あ
っ
た
た
め
、
再
度
の
要
望
を
行
う
と

と
も
に
、
障
害
者
差
別
解
消
に
向
け
た
「
姫

路
市
対
応
要
領
」
の
早
期
作
成
と
職
員
の
研

修
等
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

手
話
言
語
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

ま
た
、
協
会
要
望
の
「
姫
路
市
手
話
言
語

条
例
」
の
制
定
に
つ
い
て
も
、
協
会
の
常
任

顧
問
で
あ
る
竹
中
隆
一
姫
路
市
議
会
議
員
に

条
例
案
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
、
所
属
会
派

の
自
民
党
議
員
団
か
ら
「
議
員
提
案
」
と
い

う
形
で
市
議
会
に
上
程
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
議
員
団
主
催
の
「
公
開
勉
強
会
」
で

は
、
１
０
０
名
も
の
参
加
者
が
あ
り
、
関
心

の
高
さ
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
は
12
月
19
日
の
本
会
議
で
「
全
会
一

致
」
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
の
特
徴
は
、
障
害
者
差
別
解
消
法
の

理
念
を
取
り
入
れ
、ろ
う
者
は
も
ち
ろ
ん「
障

害
者
の
社
会
的
障
壁
の
除
去
」
を
目
的
の
中

に
組
み
込
み
、
手
話
を
言
語
と
す
る
こ
と
へ

の
理
解
と
手
話
の
普
及
等
に
つ
い
て
、
行
政

の
責
務
と
し
て
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
、
ま

た
、
事
業
者
の
そ
う
し
た
取
り
組
み
に
対
し

て
も
、
行
政
が
積
極
的
に
支
援
し
、
施
策
を

実
施
す
る
た
め
の
「
財
政
的
措
置
」
を
明
記

す
る
な
ど
、
他
の
条
例
に
は
な
い
画
期
的
な

も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
姫
身
協
で
は
、
会
員
の
交

流
及
び
福
祉
の
向
上
を
は
じ
め
各
事
業
の
運

営
と
合
わ
せ
、
障
害
者
の
権
利
の
獲
得
・
保

障
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

開会式の様子

競技の様子

祝「姫路市手話言語条例」成立
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阪
神
南
西
宮
で
は
、
今
年
も
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
の
活
動
で
、
12
月

４
日
（
日
）
西
宮
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
全
館

で
、障
害
の
あ
る
人
な
い
人
に
か
か
わ
ら
ず
、

市
民
相
互
の
ふ
れ
あ
い
を
つ
く
り
、
市
民
ぐ

る
み
で
「
共
に
生
き
共
に
は
ぐ
く
む
福
祉
の

ま
ち
」の
実
現
を
目
指
す
主
催
事
業
と
し
て
、

障
害
者
問
題
に
対
す
る
市
民
の
認
識
を
深

め
、
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
考
え
る
場
「
輪

イ
和
イ
ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
よ
り
１
０
０
名
以
上
多
い
１
７
０
０

余
名
の
老
若
男
女
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
ブ

レ
ー
ク
ダ
ン
ス
に
始
ま
り
、
開
会
挨
拶
の
あ

と
焼
き
そ
ば
、
綿
菓
子
な
ど
30
団
体
以
上
の

バ
ザ
ー
と
、
青
年
会
議
所
、
議
会
議
員
の
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
る
餅
つ
き
大
会
。
そ
し
て

太
鼓
演
奏
、
落
語
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
他
い

ろ
い
ろ
な
催
し
も
の
で
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
豪
華
賞
品
多
数
に
よ
る
抽
選
会
が

あ
り
、
皆
様
が
か
た
ず
を
の
む
な
か
、
喜
び

の
声
が
ひ
び
き
ま
し
た
。

　

無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
み
な
さ
ま

快
い
疲
労
の
も
と
、
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
障
害
者
雇
用
の
支
援
、
実
践

企
業
・
団
体
に
現
場
で
の
事
例
発
表
を
依
頼

し
、
障
害
者
雇
用
を
検
討
・
実
施
し
て
い
る

企
業
と
、
障
害
者
雇
用
の
定
着
・
支
援
に
つ

い
て
考
え
る
、
障
害
者
雇
用
支
援
ワ
ー
ク

フ
ェ
ア
「
企
業
と
と
も
に
障
害
者
雇
用
を
考

え
る
集
い
」
を
12
月
13
日
（
火
）
姫
路
市
市

民
会
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

事
例
発
表
企
業
・
講
演
テ
ー
マ

◆
株
式
会
社
エ
ス
コ
ア
ハ
ー
ツ

「
ノ
ー
リ
ツ
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
障
が
い

者
自
立
支
援
の
取
組
み
に
つ
い
て
」

◆
社
会
福
祉
法
人
加
古
川
は
ぐ
る
ま
福
祉
会

障
害
の
あ
る
方
の
「
働
き
た
い
・
働
き
続

け
た
い
」
を
支
え
る
た
め
に

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
企
業
・
事
業
所
の
皆

様
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
回
は
２
月
７
日
（
火
）
兵
庫
県
民
会
館

に
て
開
催
の
予
定
で
す
。

平
成
28
年
度
障
害
者
就
労
等
支
援
事
業

　
「
企
業
と
と
も
に
障
害
者
雇
用
を

�

考
え
る
集
い
」
開
催
! !

研修会会場風景
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全
国
障
害
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
戸
山

サ
ン
ラ
イ
ズ
）
が
主
催
す
る
、
書
道
・
写
真

全
国
コ
ン
テ
ス
ト
に
、
今
年
度
も
書
道
が

８
３
７
点
、
写
真
が
１
８
０
点
、
合
計

１
０
１
７
点
の
応
募
が
あ
り
、
10
月
27
日

（
木
）
に
書
道
部
門
、
10
月
28
日
（
金
）
に

写
真
部
門
の
審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
今
年
度
コ
ン
テ
ス

ト
の
入
賞
作
品
92
点
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
写
真
部
門
で
、
兵
庫
県
か
ら
応

募
し
た
金
田
廣
一
さ
ん
の「
エ
ビ
も
大
好
物
」

が
銀
賞
。
岩
倉
育
男
さ
ん
の
「
観
潮
の
醍
醐

味
」
が
銅
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
受
賞
者
の
皆
様
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

金
田
さ
ん
は
「
カ
ワ
セ
ミ
の
食
性
等
に
つ

い
て
は
鳥
類
図
鑑
で
知
識
を
得
て
い
ま
し
た

が
、
エ
ビ
を
捕
食
す
る
瞬
間
を
見
た
の
は
初

め
て
で
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
」
と
、
感

想
を
述
べ
ら
れ
て
ま
し
た
。

　

ま
た
、
岩
倉
さ
ん
は
「
鳴
門
海
峡
船
上
で

背
を
柱
に
凭
れ
掛
け
、
船
の
鉄
壁
に
腕
を
押

し
付
け
て
撮
影
し
ま
し
た
。
妻
の
サ
ポ
ー
ト

が
あ
っ
て
写
し
た
１
枚
が
受
賞
し
、
大
変
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
、
喜
ば
れ
て
ま
し
た
。

　

審
査
員
か
ら
は
「
今
回
は
応
募
作
品
の
中

か
ら
、
撮
影
者
の
感
動
、
想
い
が
見
る
側
に

ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
わ
り
、
共
感
で
き
る
作
品

を
中
心
に
選
び
ま
し
た
」
と
、
評
論
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

来
年
の
「
障
害
者
に
よ
る
書
道
・
写
真
全

国
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
、
多
く
の
方
々
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
２
日
（
水
）、
三
原
健
康
広
場
（
南

あ
わ
じ
市
）
で
第
23
回
兵
庫
県
身
体
障
害
者

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
県
大
会
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
初
開
催
予
定
日
の
10
月
28
日
が
悪
天
候

の
た
め
、
11
月
２
日
に
延
期
と
な
り
ま
し
た

が
、
県
内
各
地
か
ら
多
数
の
参
加
を
い
た
だ

き
、
プ
レ
ー
に
応
援
に
と
大
い
に
交
流
と
親

睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
元
の
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
や
関
係
者
の

皆
さ
ま
に
は
、
大
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て

は
多
大
な
ご
尽
力
を
賜
わ
り
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第23回兵庫県身体障害者
グラウンドゴルフ県大会成績表

団体の部（２R計）
チ ー ム 名 打　数

優　勝 加　西　市 243
準優勝 三　木　市 246
第３位 た つ の 市 250
個人の部（２R計）

チーム名 氏　名 打数
優　勝 姫　路　Ａ 若畑　正巳 32
準優勝 三　木　市 赤松　昇司 34
第３位 篠　山　市 中本　和博 35

参
加
人
数
：
選
手
等
１
１
８
名
、
審
判
員
等 

 

ス
タ
ッ
フ
35
名　

計
１
５
３
名

　

結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

優勝 加西市チーム

開会式

競技風景

準優勝 三木市チーム

第３位 たつの市チーム 個人の部 第３位、優勝、準優勝

銀賞「エビも大好物」金田廣一氏銅賞「観潮の醍醐味」岩倉育男氏
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＊
障
害
者
社
会
参
加
推
進
会
議

　

平
成
29
年
２
月
15
日（
水
）県
福
祉
セ
ン
タ
ー

＊
第
２
回
兵
身
協
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

平
成
29
年
３
月
４
日（
土
）明
石
市

＊
第
12
回
兵
庫
県
身
体
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭

　
（
美
術
工
芸
作
品
公
募
展
）

　

平
成
29
年
３
月
11
日（
土
）～
15
日（
水
）

　
〈
除
13
日（
月
）〉　

兵
庫
県
立
美
術
館

＊
理
事
会

　

平
成
29
年
３
月
10
日（
金
）県
福
祉
セ
ン
タ
ー

＊
評
議
員
会

　

平
成
29
年
３
月
23
日（
木
）県
福
祉
セ
ン
タ
ー

平
成
28
年
度
兵
身
協
関
連
の

主
な
行
事
予
定

主　
　

催
：
公
益
財
団
法
人

　
　
　
　
　

兵
庫
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

参
加
費
：
シ
ン
グ
ル
５
０
０
円

　
　
　
　
　

ペ
ア
１
０
０
０
円

※
ゲ
ー
ム
代
・
シ
ュ
ー
ズ
代
・
参
加
賞
・

　

保
険
代
含
む

募
集
定
員
：
70
名
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
）

日　
　

時
：
平
成
29
年
３
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　
　

受
付　

９
時
00
分
～

　
　
　
　
　

開
会　

９
時
20
分

　
　
　
　
　

閉
会　

12
時
（
予
定
）

場　
　

所
：
ス
ー
パ
ー
ボ
ウ
ル
二
見
（
明
石

市
二
見
町
西
二
見
89
・
１
）

※
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
兵
身
協
ま
で
。

　

☎　

０
７
８
・
２
４
２
・
４
６
２
０


